
専門研修プログラム実績一覧表への
全国調査データ活用（Kコード等）

利用方法

専門医制度委員会／調査委員会

手元に必要なファイル

１． 下書きファイル（第●回通常調査 手術件数下書きファイル）
２． 別表１ （別表１：専門研修プログラム_自動変換（第●回通常調査対応））
３． 診療実績一覧表（専門研修連携施設の診療実績一覧表）
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１．各ファイルの説明

◆１：下書きファイル (「第●回通常調査 手術件数下書きファイル」)

令和５年度全国調査（第19回通常調査、6月実施）にて、「第19回通常調査 手術件数下書きファイル」
が配布されています。これは、手術件数をKコードで出力するための一覧表であるとともに、
各施設で手元に1年間のKコード毎の件数データを保管してもらうためのものでもあります。

◆２：別表１（「別表１：専門研修プログラム_自動変換（第●回通常調査対応） ）

下書きファイル（上記）の数値データを、この別表１の「入力シート」に、
数値データのみコピーすると、エクセルファイル内の領域毎シートに自動的に集計されます。

◆３：専門研修プログラムの書類における診療実績一覧表（専門研修連携施設の診療実績一覧表）

・「別表１」を添付する場合
通常調査の際に出した件数をそのまま利用でき、資料３の該当欄には、赤字の集計欄のみを
記入すれば良いようになりました（手術件数詳細の根拠資料として、自動計算した別表１を提出する）

・「別表１」を添付しない場合
従来どおり、手術件数詳細と合計件数欄に記入して提出してください

＜※重要：診療実績一覧表は、今回から WORD→EXCELの形式に変更になりました＞
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１．毎年６月に実施される「全国調査（通常調査）」：下書きファイル

手術件数をカウントする際に、「下書きファイル」を用いてKコード毎の件数を出し、
この「下書きファイル」は、翌年３月末まで保管しておく

【病院・大学病院 の皆様へ】
なお前回から病院・大学病院の皆様の「手術の状況」の報告はKコードでの回答に変わ
りました。Kコードでの入力にすることにより、項目数は増えますが術式にあわせ集計
する際の手間や間違いを防ぐのが目的です。

病院・大学病院のシステムご担当者にご連絡いただきレセプト情報から期間中のKコー
ド出力をご依頼ください。この作業をスムーズに行えるよう、第19回通常調査で対象
となるKコードをリストアップした下書きファイル「第19回通常調査_手術件数下書
き.xlsx」ファイルを作成しています。
http://www.orlsj-
workshop.umin.jp/enq2023/hospital_enq2023_draft.zip
施設内のデータをこの形式で保管しておくことにより、将来専門研修プログラム作成
時の集計などにおいて便利に活用いただけるような仕組みを検討、準備中です。現時
点では転記用の下書きにとどまりますが、よろしければご活用下さい。

件名：通常調査アンケートのお願いと回答方法について

各都道府県地方部会長各位

、、、、
、、、、

2023年通常調査実施時にお送りしたメール

Kコード順に一覧になっています。
件数のところに数字を入力します。
Kコード表記なので、病院事務部
への依頼がスムースになります

下書きファイル
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別表１の入力シート
２．毎年3月に申請する「専門研修プログラム」において

実績一覧表へ「別表１」を添付する

通常調査時に「下書きファイル」で収集したKコード件数を実績一覧表で使用する。

下書きファイル

「下書きファイル」で件数の列を全てコピーして、
「別表１」の一番左側のシート（入力シート）に、
数値のみを貼り付ける。演算式などは貼り付けない。
（形式を選択して貼付け （値（V）））

※１：エクセルで、数値のみ貼り付ける操作について、
後のページに説明を記載しました
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３．別表１で、各領域別の件数が自動計算される 各領域のシートへ件数が自動的に転記され、
合計数も自動計算される。
左のサンプルは、鼻領域の演算結果を示している別表１

実績一覧表

別表１で自動計算された件数（例：内視鏡下鼻副鼻腔手術243件）を
手入力で実績一覧表の赤字部分（按分前）に転記する。
各領域に関し、この作業を行う。

ここに243と手入力
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４．手入力が必要なKコードがあります

別表１エクセル内の各シートで、セルが黄色い項目は、複数の領域に提示されているKコードです。
どの領域で行った手術かはエクセルで判別できないため、各施設で行った領域（鼻、耳など）のシートに手入力で件数を
入れてください。合計数へ加算されます。

下書きファイル
別表１

資料１の下書きファイルから、別表１の入力シートにコピペした項目の中に
各領域のシートへは自動では転記されないものがあり、各領域シート内で
セルが黄色くなっています。 （右図）
例えば、髄液瘻閉鎖術K179 は、耳でカウントするのであれば、耳シートに
手入力で「５」と入れてください（青矢印）。

例：K１７９ 髄液瘻孔閉鎖術

手入力で「5」と
記入する
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件数の、入力シートから各領域シートへの
手入力が必要なKコード

K151-2 広範囲頭蓋底腫瘍切除・再建
（耳、鼻、頭頸部）

K179髄液漏閉鎖術
（耳、鼻）

※以下は、通常調査項目に含まれないため手入力となります。

K4071 顎・口蓋裂形成手術（軟口蓋のみのもの）
K4072 顎・口蓋裂形成手術（硬口蓋におよぶもの）
K4073 顎・口蓋裂形成手術（片側）
K407 イ 顎・口蓋裂形成手術（方側）
K407 ロ 顎・口蓋裂形成手術（両側）

（ご存じの場合は、読み飛ばしてください）

数値をコピーしたのち、
貼り付けたいセル上で
右クリックすると、
このウインドウが
出ます。

「形式を選択して貼り
付け」を選ぶと、

ウインドウが開きます

ここで「値（V）」を
選択すると、数値のみ
を、貼り付けることが
できます。
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５．専門研修プログラム申請時に提出する書類

1.提出書類
以下の5点を書面およびデータ（USBメモリ）で提出してください。

(1)専門研修プログラム申請書A ※2023年１月一部変更

(2)専門研修プログラム申請書B（一般社団法人 日本専門医機構所定のもの）
※1連携施設・1関連施設につき1ファイルを作成してください。

(3)専門研修施設群の診療実績一覧表（日耳鼻所定のもの）※2022年12ページを改訂

・基幹施設の別表１を添付

(4)専門研修連携施設の診療実績一覧表（日耳鼻所定のもの）

※1連携施設・1関連施設につき1ファイルを作成してください。
※連携施設毎の別表１も１施設に１ファイルを作成して添付してください

(5)専門研修プログラム（冊子）※自専門研修プログラムの詳細を記載したもの

(6)専門研修プログラム変更届（前年度から変更があった場合に提出してください）

別
表
１
を
添
付
す
る
書
類
は
（
３
）
（
４
）
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・別表１の添付の有無にかかわらず、専門研修連携施設の診療実績一覧表の提出は必要です。

・別表１を添付する場合は、実績一覧表「3．専門領域における年間手術数およびその細目」は、
赤字部分のみを記載すればOKです。

・別表１を添付しない場合は、実績一覧表「3．専門領域における年間手術数およびその細目」にて、
手術件数詳細と合計全てを記載して下さい。

・「下書きファイル」「別表１」は、手術名称やKコードの増減などを毎年更新するため、
年度毎に最新のファイルを日耳鼻HPからダウンロードしてください

・「下書きファイル」「別表１」のエクセルの書式を変更、編集しないでください。自動変換ができなくなります。

9

６．ご注意ください
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